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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

◆
総
会
で
議
決
さ
れ
た
議
案
の
内
容
◆

一
、
平
成
二
十
九
年
度
事

　業
報
告
及
び
決
算
報
告

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報

告
で
は
、
創
立
八
十
周
年
記

念
式
典
及
び
祝
賀
会
を
開

催
す
る
と
と
も
に
記
念
誌

「
八
十
年
の
あ
ゆ
み
」
の
発

行
等
各
種
の
記
念
事
業
を

実
施
し
た
。

ま
た
、
二
十
九
年
度
事
業

計
画
に
盛
ら
れ
た
春
秋
の

善
行
表
彰
を
初
め
と
す
る

各
事
業
が
着
実
に
実
施
さ

れ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
支

部
と
し
て
こ
の
一
年
の
間

に
三
支
部
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
、
ま
た
、
決
算
報
告
に

お
い
て
は
、
収
入
面
で
は
、

当
初
の
予
算
額
に
対
し
、
寄

付
金
収
入
に
よ
り
増
額
決

算
と
な
っ
た
旨
の
報
告
と

な
っ
て
い
る
。

支
出
の
部
で
は
、
予
算
内

で
創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
を
は
じ
め
、
各
事
業
が
円

滑
に
執
行
さ
れ
た
旨
の
報

告
と
な
っ
て
い
る
。

二
、
平
成
三
十
年
度
事
業

　計
画
及
び
収
支
予
算

　（
報
告
）

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画

で
は
、
①
春
、
秋
の
善
行
表

彰
を
中
心
に
、
官
公
庁
等

か
ら
の
推
薦
も
含
め
表
彰

に
よ
る
善
行
活
動
の
推
進

②
各
支
部
や
会
員
諸
氏
の

協
力
を
得
て
行
う
善
行
実

践
活
動
の
推
進
③
善
行
表

彰
受
賞
者
が
、
皇
太
子
殿
下

か
ら
ご
接
見
の
栄
誉
を
賜

る
長
寿
善
行
者
の
ご
接
見

④
機
関
紙
「
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
て
の
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
広
報
活
動
の
充

実
⑤
財
政
基
盤
の
確
立
の

た
め
、
会
員
増
強
と
新
支

部
の
設
立
へ
の
取
り
組
み

と
併
せ
て
、
全
国
支
部
八
ブ

ロ
ッ
ク
会
を
推
進
し
、
活
動

の
充
実
強
化
等
に
努
め
る
。

ま
た
、
収
支
予
算
に
つ
い

て
は
、
事
業
計
画
書
に
盛
ら

れ
た
各
事
業
が
円
滑
に
実

施
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

三
、
次
期
役
員
の
選
出

次
期
役
員
の
氏
名
は
、
二

面
掲
載
の
新
役
員
名
簿
の
と

お
り
で
あ
る
。

四
、
支
部
の
新
規
設
置

昨
年
総
会
後
か
ら
今
次
総

会
ま
で
の
間
に
新
た
に
設
立

さ
れ
た
三
支
部
、
西
東
京
支

部
（
東
京
都
）、
大
分
県
竹

田
支
部
（
大
分
県
）、
四
国

中
央
支
部
（
愛
媛
県
）
が
設

立
さ
れ
た
。
こ
れ
で
七
十
五

支
部
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行
会
は
、
平
成

三
十
年
六
月
二
十
九
日
（
金
）
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム（
東
京
都
千
代
田
区
）に
お
い
て
、

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
を
相
澤
副
会
長
の

進
行
で
開
催
し
た
。

は
じ
め
に
、
岩
井
喜
一
元
副
会
長
他
、
前

回
総
会
以
降
ご
逝
去
さ
れ
た
会
員
諸
氏
の
ご

冥
福
を
祈
り
黙
祷
を
さ
さ
げ
た
。

続
い
て
、
勝
野
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

議
長
に
東
京
都
小
平
市
の
西
村
弘
氏
が
選
出

さ
れ
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
「
平
成
二
十
九
年
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
報
告
」
に
つ
い
て
、
事
務
局

か
ら
議
案
内
容
の
説
明
、
浦
野
監
事
か
ら
監

査
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
後
、
審
議
に
入
り
、

質
疑
の
後
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

第
二
号
議
案
「
平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
及

び
収
支
予
算
」
は
、
事
業
年
度
開
始
前
の
平
成

三
十
年
三
月
二
十
日
の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
承

認
を
受
け
て
お
り
、
参
考
ま
で
に
議
案
内
容
に

つ
い
て
事
務
局
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

第
三
号
議
案
「
次
期
役
員
の
選
出
に
つ
い

て
」
は
、
事
務
局
か
ら
次
期
役
員
の
提
案
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
議
決
さ

れ
た
。

第
四
号
議
案
「
そ
の
他
に
つ
い
て
」
は
、
①

「
新
設
支
部
と
平
成
二
十
九
年
度
新
規
会
員
に

つ
い
て
」、
山
下
副
会
長
か
ら
、
②
「
支
部
新

会
員
の
助
成
金
に
つ
い
て
」、「
イ
ベ
ン
ト
等

で
着
用
す
る
ベ
ス
ト
の
頒
布
に
つ
い
て
」
等
、

高
田
副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
高
田
副
会
長
か
ら
閉
会
の
挨
拶

が
あ
り
、
総
会
は
終
了
し
た
。

平
成
三
十
年
度
定
時
総
会
を
開
催

― 

平
成
二
十
九
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告
、次
期
役
員
の
選
任
等
審
議
す
る 

―

会
長
あ
い
さ
つ

次
期
役
員
を
代
表
い
た
し

ま
し
て
、
御
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

日
本
善
行
会
は
創
立
八
十

周
年
が
過
ぎ
ま
し
て
、
今
後

の
一
層
の
発
展
が
求
め
ら
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま

す
。
新
役
員
一
同
こ
の
重
要

な
時
期
に
重
い
役
割
を
担
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
力
を
合
わ
せ
て
日

本
善
行
会
の
更
な
る
発
展
の

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

祝
電
を

寄
せ
ら
れ
た
方
々

（
順
不
同
敬
称
略
）

衆
議
院
議
員

　逢
沢

　一
郎

前
北
海
道
議
会
議
員

　
　
　
　
　
　鳥
越

　良
孝

総
会
提
案
事
項
等
を
審
議

 --- 

平
成
三
十
年
度
第
一
回
理
事
会 --- 

一
般
社
団
法
人
日
本
善
行

会
は
、
本
年
度
第
一
回
理
事

会
を
、
平
成
三
十
年
六
月

二
十
九
日
（
金
）
十
時
半
か

ら
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
催
し
た
。

理
事
会
は
、
定
款
の
規
定

に
よ
り
勝
野
会
長
が
議
長
と

な
り
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
「
平
成

二
十
九
年
度
の
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
報
告
」
が
議
題

と
さ
れ
、
事
務
局
か
ら
、
議

案
内
容
の
説
明
と
、
久
保
監

事
か
ら
の
監
査
結
果
報
告
を

受
け
て
審
議
し
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
議
決
し
た
。

第
二
号
議
案
「
平
成
三
十

◇
平
成
三
十
年
度

　第
二
回
理
事
会
◇

第
二
回
理
事
会
を
、
六
月

二
十
九
日(

金)

東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
し
た
。

総
会
で
選
任
さ
れ
た
新
役

員
に
よ
る
会
議
が
開
催
さ

れ
、
互
選
の
結
果
、
別
記
の

と
お
り
、
会
長(

代
表
理
事)

に
勝
野
堅
介
氏
が
副
会
長
に

相
澤
、
高
田
、
山
下
の
三
氏

が
、
常
務
理
事
に
石
井
、
黒

澤
、
島
村
、
濱
武
、
松
本
の

五
氏
が
決
定
さ
れ
、
ま
た
、

名
誉
会
長
に
藤
田
耕
三
氏
、

参
与
に
大
岩
、
須
郷
、
須
田

の
三
氏
が
選
任
さ
れ
た
。

年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予

算
」
は
、
事
業
年
度
開
始
前

の
平
成
三
十
年
三
月
二
十
日

の
理
事
会
で
審
議
さ
れ
承
認

を
受
け
て
お
り
、
参
考
ま
で

に
議
案
内
容
に
つ
い
て
事
務

局
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

第
三
号
議
案
「
次
期
役
員

の
選
出
に
つ
い
て
」
が
議
題

と
さ
れ
、
相
澤
副
会
長
の
提

案
説
明
の
後
、
次
期
役
員
候

補
者
の
氏
名
が
発
表
さ
れ
、

審
議
の
後
、
原
案
ど
お
り
総

会
に
提
案
す
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
。

第
四
号
議
案
「
そ
の
他
に

つ
い
て
」、
①
「
創
立
八
十

周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
」

は
相
澤
副
会
長
か
ら
、②
「
新

支
部
と
平
成
二
十
九
年
度
新

規
会
員
に
つ
い
て
」
は
山
下

常
務
理
事
か
ら
、
③
「
平
成

三
十
年
度
全
国
支
部
長
会
の

開
催
に
つ
い
て
」
は
石
井
常

務
理
事
か
ら
、
④
「
会
員
の

増
強
等
に
つ
い
て
」
は
高
田

副
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
報
告

と
説
明
が
あ
っ
た
。


